
鹿児島県出水市

報
広

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

１
世 帯 数 ２万 4,944 （＋ 16）
人　 口 ５万 5,405 （－ ２）
男 ２万 5,903 （＋ ２）
女 ２万 9,502 （－ ４）

出　 生 34
死　 亡 63
転　 入 95
転　 出 65

（12 月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比
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｢新たな年へ、飛ぼう！」

（ツル観察センター近くにて　11月15日撮影）（ツル観察センター近くにて　11月15日撮影）



　

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
清
々
し
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
出
水
市
政
の
推
進
に
当
た
り
ま
し

て
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
末
に
は
渡
来
し

た
ツ
ル
か
ら
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
検
出
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご

心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
今

後
も
国
、
県
、
関
係
団
体
の
方
々
と
連
携
を
密
に

し
て
、
し
っ
か
り
と
防
疫
体
制
を
と
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
何
卒
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
防
疫
作
業
に
当
た
っ
て
は
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
物
心
両
面
か
ら
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

　

さ
て
、
現
在
の
我
が
国
の
状
況
は
、
景
気
は
一

時
と
比
べ
る
と
回
復
し
て
き
て
は
い
る
よ
う
で
す

が
、
消
費
税
増
税
の
時
期
を
め
ぐ
り
年
末
に
解
散

総
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
依
然
国
の
状
況
・

動
向
は
不
透
明
で
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

さ
ら
に
、
深
刻
な
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

東
京
へ
の
一
極
集
中
を
是
正
し
て
地
方
の
活
力
を

再
生
さ
せ
る
た
め
の
い
わ
ゆ
る
地
方
創
生
２
法
案

の
成
立
を
受
け
た
地
方
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
ツ
ル
の
里
子
宝
お
祝

金
支
給
事
業
や
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
に

取
り
組
み
、
学
校
教
育
に
お
け
る
小
規
模
校
の
集

合
学
習
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
夢

の
教
室
」
を
県
内
で
先
駆
け
て
実
施
す
る
な
ど
、

子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
に
適
し
た
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
に
定

住
促
進
の
た
め
の
助
成
制
度
や
安
全
安
心
で
快
適

な
社
会
基
盤
整
備
、
産
業
・
観
光
の
振
興
等
あ
ら

ゆ
る
施
策
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
合
併
10
周
年
を
来
年
度
に
控

え
、
い
よ
い
よ
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
本
年
度
野
田
Ｉ
Ｃ
ま
で
供
用
開
始

予
定
の
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
や
北
薩
横
断
道

路
も
順
調
に
事
業
が
進
展
し
て
お
り
、
加
え
て
、

農
家
民
泊
や
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
と
の
連
携
事

業
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
大
な
ど
、
将
来
に
向
け

明
る
い
展
望
も
見
え
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
っ
て
市
政
の
発
展
に

努
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　

本
年
、
鹿
児
島
県
で
は
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

第
30
回
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
本
市

で
は
和
太
鼓
、
俳
句
、
日
本
舞
踊
の
祭
典
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。
全
国
各
地
か
ら
ご
来
訪
い
た

だ
く
方
々
を
市
民
挙
げ
て
お
も
て
な
し
の
心
で
ご

歓
迎
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念

し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

地
方
の
創
生
に
向
け
て

出
水
市
長

　渋
谷
俊
彦

新年
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年

一
年
が
明
る
い
話
題
の
多
い
、
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
５
月
に
新
市
第
５
代
議
長
と
し
て

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
厳
し
い
情
勢
の
下
、
改
め

て
職
責
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
、
議

員
定
数
を
２
人
減
の
24
人
と
し
ま
し
て
、
出
水
市

政
発
展
と
諸
問
題
解
決
の
た
め
に
、
新
た
な
陣
容

で
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
ど
も
議
員
が
切

磋
琢
磨
し
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
手
を
携
え
て
、
希

望
に
満
ち
た
元
気
都
市
を
実
現
す
る
た
め
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
、
決
意
を
新
た
に
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、「
出
水
市
議
会
活
性
化
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
公
開
性
・
透

明
性
を
高
め
、
身
近
で
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議

会
を
目
標
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
幅

広
く
取
り
入
れ
、
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
議

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
議
会
で
の
活
動
内
容
を
報
告
す
る
議
会
報
告

会
等
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
は
回
復
傾
向
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
八
月
末
に
は
旧
野
田
町
の

誘
致
企
業
で
あ
り
ま
し
た
豊
瑛
電
研
が
撤
退
さ
れ

る
な
ど
、
益
々
地
域
の
経
済
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
安
倍
首
相
の
成
長
戦
略
の
最

大
の
柱
は
地
方
の
活
性
化
、
成
長
の
主
役
は
地
方

だ
と
し
、
地
方
創
生
本
部
を
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
成
長
戦
略
が
、
地
域
経
済
を
活
性
化
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
方
の
暮
ら
し
の
中
に
活
気
が
で
る
よ
う

願
っ
て
お
り
、
議
会
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
の
活
性
化
に
は
、
高
速
交
通
体
系
の
整
備
も

一
つ
の
要
因
で
あ
り
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
市
議
会
も
関
係
市
町
と
共
に
早
期
完

成
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
も
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

著
し
く
伸
展
す
る
状
況
の
中
、
本
市
に
お
い
て
も
そ

の
状
況
は
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
中
、
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
地
域
活
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る

施
策
と
し
て
婚
活
事
業
、
子
育
て
支
援
、
流
入
人
口
増
、

定
住
促
進
事
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
、
市
民
・

行
政
・
議
会
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
積
極
的
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
よ
り
健

や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
、
市
民
あ
げ
て
、
子
育

て
に
対
す
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
一
万
羽
を
超
え
る
数
を
記
録
し
て

お
り
ま
す
ツ
ル
に
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
が
あ
り
ま
し
た
。
風
評
被
害
に
よ
る
観
光
客

の
減
、
年
末
年
始
の
会
合
の
中
止
等
、
観
光
関
係
、

飲
食
店
等
に
影
響
が
出
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
養
鶏
農
家
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、
防
疫
対
策
を
強
化
さ
れ
て
、
鶏

へ
の
感
染
が
な
い
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
活
力
に
溢
れ
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
笑

顔
が
輝
く
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

出
水
市
議
会
議
長

　道
上
正
己

市
民
総
参
加
の

議
会
を
目
指
し
て

謹賀
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最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

『
環
境
ポ
ス
タ
ー
・
環
境
標
語
』
作
品
展

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
作
品

【
環
境
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
】

西出水小学校５年
小田　夢望

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

野田中学校３年
平藪　優樹

　

市
で
は
市
内
の
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
環

境
保
全
や
環
境
美
化
に
対
す
る

意
識
を
養
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
目
的
か
ら
「
環
境
ポ
ス

タ
ー
・
環
境
標
語
」
の
作
品
を

募
集
し
ま
し
た
。

　

環
境
ポ
ス
タ
ー
は
、
小
学
生

の
部
に
10
校
か
ら
２
２
４
点
、

中
学
生
の
部
に
は
６
校
か
ら

２
０
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
環
境
標
語
は
、
小
学

生
の
部
に
７
校
か
ら
４
１
０

点
、
中
学
生
の
部
に
は
３
校
か

ら
１
６
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
ポ
ス

タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
優

秀
賞
２
点
と
優
秀
賞
８
点
が
、

標
語
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
優

秀
賞
２
点
と
優
秀
賞
８
点
が
決

定
し
ま
し
た

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
11

月
15
日
開
催
さ
れ
た
「
大
産
業

祭
」
会
場
で
の
表
彰
式
で
、
賞

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

荘小学校５年
井手上　耀

荘小学校６年
荒木　乃於

江内小学校３年
樋口　夏希

西出水小学校４年
溝口　志歩

野田中学校３年
有川　克哉

野田中学校３年
松元　萌

江内中学校１年
花田　真悠

米ノ津中学校２年
 岩塚　卓磨
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賞状を手にする受賞者の皆さん

「
も
っ
た
い
な
い
!!
」

　
　
　

そ
こ
か
ら
は
じ
ま
る　

エ
コ
活
動

米
ノ
津
小
学
校
一
年　

浦
本　

怜
旺

捨
て
る
前
に
も
う
一
度

　
　
　

分
別
表
示　

再
確
認

　
　
　

 　
　

米
ノ
津
中
学
校
二
年　

江
尻　

美
優

リ
サ
イ
ク
ル

　
　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が　

だ
い
へ
ん
し
ん

荘
小
学
校
三
年　

揚
松　

海
遥

飲
ん
だ
後

　
　
　

ラ
ベ
ル
は
が
し
て　

リ
サ
イ
ク
ル

荘
中
学
校
二
年　

井
手
上　

滉

ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い

　
　
　

き
れ
い
に
だ
せ
ば　

た
か
ら
も
の

蕨
島
小
学
校
一
年　

岡
本　

愛
桜

捨
て
る
前

　
　
　

ゴ
ミ
を
分
別　

リ
サ
イ
ク
ル

下
水
流
小
学
校
六
年　

黒
川　

友
希

優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

ち
ょ
っ
と
待
っ
た

　

そ
れ
も
で
き
る
よ　

リ
サ
イ
ク
ル

米
ノ
津
小
学
校
四
年　

吉
津　

健

【
環
境
標
語
作
品
展
】

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

ゴ
ミ
ゼ
ロ
の

　

き
れ
い
な
町
で　

お
も
て
な
し

米
ノ
津
中
学
校
一
年　

中
原　

颯
吾

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　

分
別
す
る
と　

次
の
資
源

野
田
中
学
校
二
年　

佛
﨑　

梨
生

捨
て
る
ゴ
ミ

　
　
　

工
夫
ひ
と
つ
で　

再
利
用

野
田
中
学
校
二
年　

田
尻　

綺
乃

　

本
市
の
特
産
品
が
一
堂
に
販
売

さ
れ
る「
第
20
回
出
水
市
大
産
業

祭
」が
11
月
15
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
と
も
絶
好
の
秋
晴
れ
に

恵
ま
れ
、
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た

特
設
テ
ン
ト
に
は
、
か
ん
き
つ
類

や
お
茶
、
海
産
物
な
ど
に
大
勢
の

買
い
物
客
が
長
い
列
を
つ
く
る
な

ど
終
日
大
盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
姉
妹
都
市
の
大
韓
民
国

順
天
市
や
友
好
都
市
で
あ
る
北
海

道
釧
路
市
、
山
口
県
周
南
市
、
物

産
交
流
の
あ
る
宮
崎
県
都
城
市
の

特
産
品
も
並
べ
ら
れ
、
こ
ち
ら
も

大
盛
況
で
し
た
。

　

ほ
か
に
も
シ
イ
タ
ケ
つ
か
み
取

り
や
コ
メ
の
す
く
い
取
り
、
ト

ロ
ッ
コ
列
車
、
子
豚
レ
ー
ス
な
ど

多
彩
な
催
し
も
あ
り
、
大
勢
の
家

族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

11
月
15
日
、
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

い
ず
み
で
大
韓
民
国
順
天
市
と
の

姉
妹
都
市
盟
約
締
結
記
念
式
典
が

あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
両
市
長
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
記
念
プ
レ
ー
ト
の
除

幕
が
あ
り
、
ま
た
、
記
念
植
樹
と

し
て
本
市
の「
市
の
木
」で
あ
る

「
イ
ヌ
マ
キ
」と
順
天
市
の「
市
の

木
」で
あ
る「
カ
キ
」、
国
を
代
表

す
る
木
と
し
て「
サ
ク
ラ
」と「
ム

ク
ゲ
」の
４
本
が
植
え
ら
れ
ま
し

た
。 友

好
の
証大

韓
民
国
順ス
ン
チ
ョ
ン天
市

千
客
万
来
！（
大
産
業
祭
）
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11
月
８
日　

第
１
回
羽
数
調
査
が
実
施
さ
れ
、
万
羽
鶴
を
計
測
。

11
月
15
日　

第
２
回
羽
数
調
査
で
１
万
４
３
７
８
羽
を
計
測
。

　
　
　
　
　
（
計
測
史
上
最
高
羽
数
）

11
月
23
日　

監
視
員
よ
り
弱
っ
て
い
る
ツ
ル
の
報
告
が
あ
り
、
関
係
者
で

　
　
　
　
　

保
護
。
簡
易
検
査
を
行
い
陰
性
反
応
。
血
液
、
の
ど
の
粘
膜

　
　
　
　
　

を
鹿
児
島
大
学
へ
検
査
依
頼
。

11
月
27
日　

鹿
児
島
大
学
よ
り
、
遺
伝
子
検
査
の
結
果
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

　
　
　
　
　

ン
ザ
の
陽
性
反
応
の
報
告
あ
り
。

　
　
　
　
　

庁
内
（
市
役
所
内
）
対
策
会
議

11
月
28
日　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
連
絡
会
議

11
月
29
日

　

午
前
９
時
30
分　

庁
内
対
策
会
議

　

午
前
10
時　
　
　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
連
絡
会
議

　

午
後
２
時
30
分　

鹿
児
島
大
学
か
ら
病
性
の
確
定
検
査
に
よ
り
高
病
原

　
　
　
　
　
　
　
　

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
５
Ｎ
８
亜
型
）

　
　
　
　
　
　
　
　

検
出
の
連
絡
あ
り
。

　

午
後
３
時
30
分　

環
境
省
、
鹿
児
島
県
報
道
発
表
。

　

午
後
３
時
40
分　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
人
消
毒
ポ
イ
ン
ト
５
カ
所
設
置
、
消
石
灰
散
布

　
　
　
　
　
　
　
　

20
カ
所
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
）

　

午
後
５
時
30
分　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
お
よ
び
注
意
喚

　
　
　
　
　
　
　
　

起
と
消
毒
へ
の
協
力
を
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
放
送

11
月
30
日　

市
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
会
議

　
　
　
　
　
（
有
人
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
５
カ
所
か
ら
６
カ
所
に
増
設
、
ツ

　
　
　
　
　

ル
観
察
セ
ン
タ
ー
の
営
業
継
続
を
決
定
）

　
　
　
　
　

有
人
消
毒
ポ
イ
ン
ト
設
置
、
消
石
灰
散
布
開
始
。

12
月
１
日　

12
月
６
日
実
施
予
定
だ
っ
た
ツ
ル
の
羽
数
調
査
中
止
決
定
。

　
　
　
　
　

11
月
30
日
か
ら
設
置
開
始
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
設
置
完
了
。

　
　
　
　
　

小
里
環
境
副
大
臣
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
。

12
月
２
日　

11
月
30
日
お
よ
び
12
月
１
日
に
発
見
さ
れ
た
死
亡
し
た
ツ
ル

　
　
　
　
　

に
つ
い
て
、
遺
伝
子
検
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
陰
性
と
判
明
。

12
月
３
日　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
に
消
毒
マ
ッ
ト
（
１
・８
㍍
×
75
㍍
）
を

　
　
　
　
　

設
置
。

　
　
　
　
　

国
か
ら
無
償
貸
与
さ
れ
た
散
水
車
に
よ
る
路
面
消
毒
開
始
。

12
月
４
日　

市
内
愛
が
ん
鳥
等
飼
養
者
訪
問
調
査
・
消
毒
液
配
布
開
始
。

　
　
　
　
　
（
12
月
６
日
ま
で
実
施
）

　
　
　
　
　

市
職
員
で
行
っ
て
い
た
有
人
消
毒
ポ
イ
ン
ト
（
６
カ
所
）
に

　
　
　
　
　

つ
い
て
、
建
友
会
に
よ
る
消
毒
開
始
。

12
月
５
日　

12
月
１
日
に
ツ
ル
の
ね
ぐ
ら
か
ら
採
取
し
た
水
（
15
ポ
イ
ン

　
　
　
　
　

ト
の
内
の
１
カ
所
）
か
ら
遺
伝
子
検
査
陽
性
反
応
の
連
絡
。

　
　
　
　
　

病
性
の
確
定
検
査
へ
。

12
月
６
日　

病
性
の
確
定
検
査
を
行
っ
て
い
た
ね
ぐ
ら
か
ら
採
取
し
た
水

　
　
　
　
　

に
つ
い
て
高
病
原
性
（
Ｈ
５
Ｎ
８
亜
型
）
判
明
。

　
　
　
　
　
（
12
月
５
日
に
臨
時
的
に
同
ポ
イ
ン
ト
か
ら
採
取
し
た
水
に

　
　
　
　
　

つ
い
て
、
遺
伝
子
検
査
の
結
果
は
陰
性
）

12
月
８
日　

12
月
７
日
発
見
さ
れ
た
死
亡
し
た
ツ
ル
に
つ
い
て
、
遺
伝
子

　
　
　
　
　

検
査
の
結
果
、
陽
性
。
病
性
の
確
定
検
査
へ
。

　
　
　
　
　

12
月
13
日
、
同
20
日
に
実
施
予
定
だ
っ
た
、
ツ
ル
羽
数
調
査

　
　
　
　
　

に
つ
い
て
中
止
す
る
こ
と
を
決
定
。

12
月
９
日　

12
月
８
日
に
発
見
さ
れ
た
動
か
な
い
ツ
ル
に
つ
い
て
、
遺
伝

　
　
　
　
　

子
検
査
の
結
果
は
陰
性
。

12
月
10
日　

12
月
７
日
に
発
見
さ
れ
た
ツ
ル
に
つ
い
て
、
高
病
原
性
（
Ｈ

　
　
　
　
　

５
Ｎ
８
亜
型
）
判
明
。（
高
病
原
性
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　

ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
た
ツ
ル
は
２
例
目
）

12
月
13
日　

12
月
11
日
お
よ
び
同
12
日
に
発
見
さ
れ
た
死
亡
し
た
ツ
ル　

　
　
　
　
　
（
２
体
）
に
つ
い
て
、
遺
伝
子
検
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
陰

　
　
　
　
　

性
と
判
明
。

12
月
14
日　

12
月
13
日
に
発
見
・
保
護
さ
れ
た
ツ
ル
（
翌
14
日
死
亡
）
に

　
　
　
　
　

つ
い
て
、
遺
伝
子
検
査
の
結
果
、
陰
性
と
判
明
。

ツ
ル
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
検
出
後
の
経
過
報
告
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
～
流
行
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
え
て
～

　

試
験
日
は
、応
募
書
類
を
受
理
後
、

　

受
験
者
と
相
談
の
上
、
決
定
し
ま

　

す
。

試
験
会
場

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

受
験
申
込
受
付
期
間

　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

※
土
曜
日
・
日
曜
日
お
よ
び
年
末
年

　

始
の
休
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30

　

分
～
午
後
５
時
15
分
。
郵
送
で
の

　

申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
合
格
者
が
採
用
予
定
人
員
に
達
し

　

次
第
、
終
了
し
ま
す
。

受
験
手
続
き　
受
験
申
込
書
（
出
水

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
課
、

　

高
尾
野
診
療
所
、
野
田
診
療
所
、

　

出
水
市
役
所
市
民
相
談
室
、
各
支

　

所
地
域
振
興
室
に
準
備
。
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
出
水
総
合
医
療
セ

　

ン
タ
ー
経
営
企
画
課
に
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
の
請
求

　

・
提
出
は
郵
送
で
も
可
能
で
す
。

　

請
求
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申

　

込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２

　

０
円
切
手
を
貼
付
し
た
あ
て
先
明

　

記
の
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
封

　

筒
：
Ａ
４
判
）
を
同
封
し
、
経
営

　

企
画
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
９

－

０
１
３
１

　

出
水
市
明
神
町
５
２
０
番
地

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
企

　

画
課
総
務
係
（
☎
�
１
６
１
１
）

　

出
水
市
病
院
事
業
職
員
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。
採
用
予
定
日
は

２
０
１
５
年
４
月
１
日
で
す
。（
合

格
者
と
協
議
の
上
決
定
）

※
い
ず
れ
の
職
種
も
原
則
と
し
て

　

採
用
と
同
時
に
市
内
に
居
住
で

　

き
る
方
と
し
ま
す
。

試
験
日
時

出
水
市
病
院
事
業
職
員
採
用
試
験

職　　種 採用予定人員 受験資格（次のいずれの要件も満たす者とします。）

看　護　師 ３人
① 1974（昭和 49）年４月２日以降に生まれた者
②看護師免許を有する者または本年度実施の国家試
　験で免許取得見込みの者

社会福祉士 １人
① 1974（昭和 49）年４月２日以降に生まれた者
②社会福祉士免許を有する者または本年度実施の国
　家試験で免許取得見込みの者

薬　剤　師 若干名
① 1969（昭和 44）年４月２日以降に生まれた者
②薬剤師免許を有する者または本年度実施の国家試
　験で免許取得見込みの者

　

毎
年
、
冬
に
な
る
と
流
行
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ

て
起
こ
り
ま
す
。

　

普
通
の
か
ぜ
の
症
状
は
、
咳
や

鼻
汁
が
出
る
、
の
ど
が
痛
む
、
熱

が
出
る
な
ど
、
全
身
症
状
が
出
て

重
症
化
す
る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ

り
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
突
然
の
全
身
症
状
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
い
き
な
り
高
熱
が
出
て
、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
一

般
の
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身
症
状
が

強
く
、
重
症
化
し
や
す
い
病
気
で

す
。
ま
た
、
体
内
に
免
疫
の
な
い

新
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。

　

流
行
が
始
ま
る
と
、
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
、
短
期
間

に
膨
大
な
数
の
人
に
感
染
、
猛
威

を
ふ
る
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
早

め
の
予
防
対
策
と
、
か
か
っ
た
か

な
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
、
か
か
り

つ
け
医
か
最
寄
り
の
医
療
機
関
に

早
期
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
の
際
は
、
マ
ス
ク
を
必
ず

着
け
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
で
の
流
行
は
、
例
年
11
月

～
４
月
頃
に
な
り
ま
す
。

　

予
防
の
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

罹
患
し
た
場
合
の
重
症
化
防
止
に

有
効
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
わ
が

国
で
も
年
々
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
る
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

○
外
出
後
の
手
洗
い
、
う
が
い

　

手
洗
い
は
手
指
な
ど
の
身
体
に

付
着
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
を
物
理
的
に
除
去
す
る
た
め

に
有
効
な
方
法
で
あ
り
、
う
が
い

は
口
の
中
を
清
浄
に
し
ま
す
。
両

者
と
も
感
染
症
予
防
の
基
本
で

す
。
外
出
後
の
手
洗
い
、
う
が
い

は
一
般
的
な
感
染
症
の
予
防
の
た

め
に
も
お
勧
め
し
ま
す
。

○
適
度
な
湿
度
の
保
持

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の

粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
し
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
特
に
乾
燥
し
や
す
い

室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ

て
、
十
分
な
湿
度
（
50
～
60
㌫
）

を
保
つ
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

○
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
養
摂
取

　

体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に

十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
栄
養
摂
取
を
日
ご
ろ
か
ら
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

○
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を

控
え
、
外
出
時
は
マ
ス
ク
着
用

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

き
た
ら
、
特
に
高
齢
者
や
慢
性
疾

患
を
持
っ
て
い
る
人
、
疲
労
気

味
、
睡
眠
不
足
の
人
は
、
人
混
み

や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
ま
し

ょ
う
。
や
む
を
得
ず
外
出
を
し
て

人
混
み
に
入
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
に
は
、
あ
る
程
度
の
飛
沫
等
は

捕
捉
さ
れ
る
た
め
、
一
つ
の
防
御

策
と
し
て
不
織
布
（
不
織
布
と
は

織
っ
て
い
な
い
布
と
い
う
意
味
で

す
。）
製
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し

ょ
う
。
た
だ
し
、
人
混
み
に
入
る

時
間
は
極
力
短
時
間
に
し
ま
し
ょ

う
。

※
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
の
お
願
い

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

い
る
時
期
に
見
舞
い
等
で
出
水
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
来
院
さ
れ
る

際
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓ま

ん

延

を
防
止
す
る
た
め
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
持
参
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
医
事
課
受
付
・
時
間
外
は
警

備
員
室
と
各
病
棟
で
10
円
に
て
販

売
し
て
お
り
ま
す
の
で
着
用
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

の
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
１
月
18
日
（
日
）

　

午
後
１
時
開
場

　

午
後
１
時
30
分
開
演

場　
所　
市
文
化
会
館

入
場
料

　

３
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

演
奏
曲
目

○
ア
ナ
と
雪
の
女
王

○
よ
う
か
い
体
操
第
１

○
ペ
ー
ル
ギ
ュ
ン
ト
第
１
組
曲

　

ほ
か

～
人
権
教
育
講
演
会
～

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
な

が
ら
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
講
演

会
で
す
。

開
催
日　
１
月
29
日
（
木
）

開
講
時
間　
午
前
10
時
30
分
～
同

　

11
時
50
分

場　
所　
市
中
央
公
民
館

講　
師　
古
市
安
治　

社
会
教
育

　

指
導
員

演　
題

　
「
身
近
な
人
権
問
題
」

受
講
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先　
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

 

 

催
　
　
　し

催
　
　
　し

問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

　

事
務
局
（
☎
�
２
７
４
２
）

　
（
担
当
松
尾
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://hsb1.jim
do.com

/

北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

バ
ン
ド
定
期
演
奏
会
♪

身
近
な
人
権
問
題
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う

　

女
性
の
地
位
向
上
と
明
る
く
豊

か
な
生
き
が
い
に
満
ち
た
共
生
・

協
働
の
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
各
種
女
性
団
体
が
一
堂
に

集
う
「
出
水
市
女
性
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
食
品
ロ
ス
に
関
す
る

講
演
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日

　

１
月
22
日
（
木
）

開
催
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時

市
女
性
大
会
を
開
催
！

住宅の耐震診断をしてみませんか？

　1981（昭和56）年以前の旧耐震基準で建てられた建物は、
大地震に対しての安全性、耐震性が不足している可能性が
あります。
　まずは、耐震診断を行い、我が家が地震に対してどの程
度の安全性を確保しているか調べてみませんか。
　市では、地震による建物の倒壊等の災害を未然に防止するた
め、木造戸建て住宅の耐震診断および耐震改修工事にかかる費
用の一部について補助金を交付する制度を実施しています。

※対象となる住宅、補助の要件など詳しい内容については、
　耐震診断・改修工事を実施する前に、市へご相談ください。
問い合わせ先　都市計画課　建築係（☎63－4065）

耐震診断 耐震改修工事
補 助 率 ２／３ １／３
限 度 額 2 万円 20 万円

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
手
を
つ
な
ぎ
、
広
げ

　

げ
よ
う
女
性
の
輪
と
和
」

内　
容

○
活
動
事
例
発
表

○
講
演
会

講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ

　

ン
ク
か
ご
し
ま

　

代
表
理
事　

原
田
一
世　

氏

演　

題　
「
も
っ
た
い
な
い
を
あ

　

り
が
と
う
に
～
食
品
ロ
ス
の
現

　

状
と
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に
つ

　

い
て
～
」

参
加
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先　
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

密輸に関する情報は税関へ
　長崎税関では、皆さまからの「密輸に関す
る情報」の提供を常時お願いしています。
　不審な話やうわさを耳にした時は、税関へ
ご一報ください。
問い合わせ先
　密輸ダイヤル（フリーダイヤル）
　（☎ 0120 － 461 － 961）

2015.10/31 ～ 11/15
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「
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療

等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴

い
、
２
０
１
５
年
１
月
か
ら
難
病

に
係
る
「
新
た
な
医
療
費
助
成
制

度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

○
助
成
対
象
が
約
３
０
０
疾
患
に

　

段
階
的
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

○
月
額
自
己
負
担
限
度
額
の
金
額

　

・
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

○
医
療
費
制
度
が
受
け
ら
れ
る
の

　

は
、
県
が
指
定
す
る
「
指
定
医

　

療
機
関
」
が
行
う
特
定
医
療
に

　

限
ら
れ
ま
す
。

※
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

　

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
難
病
相
談
・

　

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－
　

２
１
８

－

３
１
３
４
）

　

出
水
保
健
所
（
☎
�
１
６
３
６
）

　

市
で
は
、
２
０
１
５
年
度
の
児

童
ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

難
病
に
係
る
新
た
な
医

療
費
助
成
制
度
開
始

健
　
　
　康

健
　
　
　康

　

市
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ツ
ル
の
舞
と
初
日
の
出
を
鑑
賞
い

た
だ
く
た
め
、１
月
１
日
（
元
日
）

は
、
午
前
７
時
に
早
朝
開
館
し
ま

す
。

　

ま
た
、
１
月
２
日
は
、
来
場
者

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
新
春
を
祝

い
、
太
鼓
等
の
演
奏
や
紅
白
ま
ん

じ
ゅ
う
の
振
る
舞
い
（
数
量
限

定
）
を
行
う
新
春
初
舞
を
実
施
し

ま
す
。

早
朝
開
館

日　
時　
１
月
１
日
（
木
）

　

午
前
７
時
～
午
後
５
時

※
通
常
開
館
時
間
は
、
午
前
９
時

　

～
午
後
５
時
（
３
月
22
日
（
日
）

　

ま
で
開
館
）

問
い
合
わ
せ
先　
ツ
ル
観
察
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
�
５
１
５
１
）

新
春
初
舞

日　
時　
１
月
２
日
（
金
）

　

午
前
11
時
～
正
午

問
い
合
わ
せ
先　
市
観
光
協
会　

　
（
☎
�
３
０
３
０
）

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し

　

て
車
両
用
消
毒
槽
や
消
毒
マ
ッ

　

ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

ご
来
館
の
際
は
、
消
毒
に
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。

※
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
館

　

に
つ
い
て
は
、
通
常
の
入
場
料

　

金
が
必
要
で
す
。

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

早
朝
開
館
・
新
春
初
舞

対
象
者

　

本
市
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童

　

で
、
保
護
者
が
就
労
等
に
よ
り

　

昼
間
に
家
庭
に
い
な
い
世
帯
の

　

児
童

募
集
人
員　
次
の
表
の
と
お
り

※
募
集
人
員
を
超
え
て
申
し
込
み

　

が
あ
っ
た
場
合
、
入
会
で
き
な

　

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

　

１
月
５
日
～
同
16
日

※
土
・
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分

申
し
込
み
方
法

本
庁
・
各
支
所
の
担
当
課
ま
た

は
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
本
庁
・
各
支
所
の
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

現
会
員
も
自
動
的
に
継
続
入
会

と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

各
児
童
ク
ラ
ブ
へ
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設
係

　
（
☎
�
４
０
５
４
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
４
８
１
４
）

　
児
童
ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集

　児童クラブの概要
名　称 募集人員 対象者 場　　所 時　　間 会　費　等

出 　 水 35

各小学校に通う児
童

各小学校・幼
稚園の空き教
室等

①平日（月曜日～金曜日）
　授業終了後～午後６時

②学校休業日
　（日曜・祭日を除く土曜日等）
　午前８時 30 分～午後６時

世帯状況、市町村民
税等で異なります。

※会費のほか、傷害
　保険料、おやつ代
　等が必要になりま
　す。

東 出 水 35
米 ノ 津 35
野 　 田 30

江 内 15 江内カント
リーコア

西 出 水 75

専用のクラブ
室等

米 ノ 津 東 40
高 尾 野 50
し も ず る 50

ま な づ る 20

県立出水養護学校
に在学する児童・
生徒または特別支
援学級に在籍して
いる児童

募
　
　
　集

募
　
　
　集
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※
配
布
状
況
に
よ
り
期
間
は
変
わ

　

り
ま
す
。

募
集
枠

　

封
筒
裏
面
の
下
部
、
45
㍉
㍍
×

　

１
０
０
㍉
㍍
の
４
枠

広
告
掲
載
料

　

１
枠
当
た
り
２
万
円

募
集
対
象

広
告
媒
体
が
観
光
封
筒
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
観
光
誘
致
・
Ｐ
Ｒ

に
つ
な
が
る
も
の
ま
た
は
観
光

客
の
本
市
滞
在
時
の
利
便
性
向

上
が
図
ら
れ
る
広
告
と
し
ま

す
。
対
象
業
種
は
、
旅
館
業
、

飲
食
店
、
特
産
品
業
者
、
観
光

施
設
事
業
者
、交
通
事
業
者
等
。

申
請
方
法

　

市
で
は
、
市
外
居
住
者
へ
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
す
る
際

な
ど
に
使
用
す
る
封
筒
（
観
光
カ

ラ
ー
封
筒
）
の
裏
面
に
掲
載
す
る

広
告
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

封
筒
の
規
格

　

角
形
２
号
封
筒
（
横
２
４
０
㍉

　

㍍
×
縦
３
３
２
㍉
㍍
定
形
外
封

　

筒
）、
４
色
フ
ル
カ
ラ
ー

作
成
枚
数　
１
万
５
千
枚

掲
載
期
間

　

２
０
１
５
年
３
月
か
ら
使
用
完

　

了
ま
で
（
概
ね
２
年
間
）

林業の仕事をしていたことが
ありませんか？

　林業退職金共済（以下「林退共」）事業本部では、以前、
制度に加入していたのに退職金をまだ受け取っていない
方を探しています。
　また、以前林業の仕事をしていたが、ご自身が林退共
へ加入していたか分からない方についてもお調べします。
　なお、罹災された共済契約者および被共済者の皆さま
に対し、共済手帳の紛失、退職金の請求等が生じた場合は、
速やかに対応しますので、お問い合わせ、ご相談ください。
問い合わせ先
　独立行政法人勤労者退職金共済機構
　林業退職金共済事業本部（☎ 03 － 6731 － 2887）
　　　　林退共 検索

観
光
封
筒
に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集
！

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

薩
摩
川
内
出
張
所
（
☎
０
９
９

　

６

－

２
２

－

２
４
０
１
）

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
木
工
・
建
築
大
工
の
技
術

技
能
の
習
得
を
目
的
と
し
た
職
業

入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

訓
練
科
目

　

室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科

応
募
資
格　
高
等
学
校
卒
業
程
度

　

以
上
（
本
年
３
月
卒
業
見
込
み

　

の
者
を
含
む
）

選
考
場
所

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

選
考
方
法　
筆
記
試
験
（
総
合
問

　

題
）、
面
接

申
込
期
限　
１
月
16
日
（
金
）

選
考
日　
１
月
26
日
（
月
）

応
募
書
類　

県
内
各
高
等
学
校
、

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水
ま
た
は
市

　

商
工
労
政
課
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０
２

　

０
７
）

※
雇
用
保
険
受
給
者
は
、
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク
出
水
（
☎
�
０
６
８

　

５
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

高
等
技
術
専
門
校
の

入
校
生
を
募
集

【市営住宅・本町Ｃ団地の入居者募集】
　建て替えを進めている野田町下名の本町Ｃ団地が本年
３月に完成しますので、入居者を募集します。
募集予定戸数　４戸
住宅の概要　（木造平屋建て）
　・住戸タイプ　３ＤＫ（６畳・６畳・洋・ＤＫ）
　・面　　　積　74.3㎡
家　賃　等　家賃は収入に応じて設定（25,300 円～　
　37,700 円）され、駐車場使用料は月額 800 円です。
入居開始予定日　2015 年３月 19 日（木）
申し込み資格
○現に同居し、または同居しようとする親族があること。
○収入が法令で定められた基準以下であること。
○現に住宅に困窮していることが明らかなこと。
○市税を滞納していないこと。
○暴力団員でないこと。
申込受付期間　１月５日（月）～２月６日（金）
※土・日、祝日を除く。
申し込み方法　本庁都市計画課、高尾野支所下水道課お
　よび野田支所建設課に備え付けの所定の申込書に必要
　事項を記入の上、本庁都市計画課にご提出ください。
入居者決定方法　公開抽選

申込・問い合わせ先
　本庁都市計画課住宅係（☎ 63 － 4066）

所
定
の
申
請
書
に
広
告
原
稿
の

出
力
見
本
を
添
え
て
１
月
20
日

（
火
）
ま
で
に
本
庁
観
光
交
流

課
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
必
着

※
広
告
の
掲
載
に
適
す
る
と
認
め

　

ら
れ
る
申
請
が
募
集
し
た
枠
を

　

超
え
る
場
合
は
、市
内
に
店
舗
、

　

営
業
所
等
を
有
す
る
方
を
優
先

　

し
、
先
着
順
に
よ
り
決
定
し
ま

　

す
。
募
集
要
項
お
よ
び
申
請
書

　

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
観
光
交
流
課

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

　

第
３
次
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
種
目

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

募
集
人
員　
数
十
人

資　
格

　

２
０
１
５
年
４
月
１
日
現
在
、

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
日
本
国

　

籍
を
有
し
て
い
る
健
全
な
者

受
付
期
間　
１
月
７
日
（
水
）
～

　

２
月
４
日
（
水
）

試
験
期
日　
２
月
11
日
ま
た
は
12

　

日
の
指
定
す
る
１
日

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

募
集
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県
で
は
、
労
働
に
つ
い
て
の

様
々
な
制
度
や
疑
問
、
ト
ラ
ブ
ル

に
関
す
る
相
談
等
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
社
会
保
険
労
務
士
の
労

働
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
１
月
15
日
（
木
）

○
午
前
11
時
～
正
午

　

労
働
ミ
ニ
講
話
「
知
っ
て
お
き

　

た
い
働
く
と
き
の
ル
ー
ル
」

○
午
後
１
時
～
同
４
時

　

労
働
相
談
（
相
談
料
・
無
料
）

場　
所

　

出
水
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
雇
用
労
政
課

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
０

　

１
７
）

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
全
国
の

農
林
業
の
経
営
体
（
農
林
家
）
数
、

従
業
者
数
、
農
林
産
物
の
生
産
・

販
売
状
況
、
経
営
耕
地
面
積
な
ど

を
調
査
し
、
農
林
業
施
策
に
必
要

な
資
料
の
整
備
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
期
日　
２
月
１
日

調
査
の
対
象　
農
林
産
物
の
生
産

　

を
行
う
者
ま
た
は
委
託
を
受
け

　

て
農
林
業
作
業
を
行
う
者
で
、

　

生
産
ま
た
は
作
業
に
係
る
面
積

　

・
頭
羽
数
が
一
定
規
模
以
上
の

　
「
農
林
業
生
産
活
動
」
を
行
う

　

者
（
組
織
の
場
合
は
代
表
者
）

　

が
対
象
で
す
。

調
査
の
方
法　
県
が
任
命
す
る
調

　

査
員
が
本
年
１
月
中
に
農
家
や

　

林
家
、
会
社
や
集
落
営
農
な
ど
、

　

農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ま

　

の
と
こ
ろ
に
伺
っ
て
調
査
票
を

　

配
布
し
、
調
査
期
日
（
２
月
１

　

日
）
以
降
に
調
査
票
の
回
収
に

　

伺
い
ま
す
。

調
査
事
項

　

従
業
者
数
、
経
営
耕
地
面
積
、

　

家
畜
の
飼
養
頭
羽
数
、
農
林
産

　

物
の
生
産
・
販
売
状
況
な
ど

※
調
査
員
は
必
ず
「
調
査
員
証
」

　

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

※
ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
統

　

計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ

　

れ
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使

　

用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て

　

ご
回
答
く
だ
さ
い
。

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

２
０
１
５
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス

※
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省
の
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/
tokei/census/afc/index.
htm

l

　

毎
年
１
月
18
日
は
１
１
８
番
の

日
で
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
１
１
８
番
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

○
海
難
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、

　

ま
た
は
目
撃
し
た
。

○
油
の
排
出
等
を
発
見
し
た
。

○
不
審
な
船
を
発
見
し
た
。

○
密
航
、
密
輸
事
犯
等
の
情
報
を

　

得
た
。
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
管
理
課

　
（
☎
０
９
９
６

－

３
２

－

２
２

　

０
５
）

海
の
「
も
し
も
」
は

１
１
８
番
に
！

岩
いわした

下　勝
かつひろ

洋さん（72）
出水市の好きなところは？
　海山川ありの風光明媚と、
自然に囲まれ地元でとれた食
べ物も美味しく、人情も豊か
なところ。
出水市に望むことは？
　子供から高齢者まで、安全
で安心に過ごせる環境と、医
療・福祉の一層の充実。
ひと言　今年も「地域に根ざ
した思いやり」で頑張ります。

小
お だ

田　啓
ひ ろ こ

子さん（65）
出水市の好きなところは？
　手近にレジャーを楽しめる
場所が多い。特に釣り場には
困らない。さしみは絶品！
出水市に望むことは？
　世界に誇る天然記念物の鶴
を観光資源として市民一人一
人がＰＲを。
ひと言
　人と人とのつながりを大切
にしたい。

元気ですね先輩！

相
　
　
　談

相
　
　
　談

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

海
上
保
安
庁
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

う
み
ま
る　

う
ー
み
ん　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
自
動
起
動
装
置
運

用
開
始
に
つ
い
て

　

緊
急
地
震
速
報
や
津
波
警
報
、

武
力
攻
撃
事
態
等
に
関
す
る
国
民

保
護
情
報
な
ど
、
対
処
に
時
間
的

余
裕
が
な
く
、
即
時
対
応
が
必
要

と
さ
れ
る
緊
急
情
報
を
、
国
（
総

務
省
消
防
庁
）
が
人
工
衛
星
等
を

通
じ
て
、
本
市
の
防
災
行
政
無
線

（
※
出
水
地
域
の
み
）
を
自
動
起
動

さ
せ
、
チ
ャ
イ
ム
・
サ
イ
レ
ン
と

音
声
に
よ
る
放
送
を
行
う
シ
ス
テ

ム
を
本
年
１
月
か
ら
運
用
し
ま
す
。

Ｊ
－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ運用

開
始

　
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

こ
と
を
基
本
に
、
家
族
や
職
場
な

ど
で
放
送
が
流
れ
た
と
き
の
行
動

に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

※
現
在
、
高
尾
野
地
域
（
旧
高
尾

　

野
町
）、野
田
地
域（
旧
野
田
町
）

　

は
、個
別
の
防
災
行
政
無
線
（
ア

　

ナ
ロ
グ
式
）
を
使
用
し
て
い
る

　

た
め
、
自
動
起
動
装
置
に
つ
き

　

ま
し
て
は
、
出
水
地
域
の
み
の

　

運
用
と
な
り
ま
す
。
高
尾
野
地

　

域
、
野
田
地
域
に
つ
い
て
は
、

　

手
動
放
送
に
よ
り
対
応
い
た
し

　

ま
す
。

　
　

な
お
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政

　

無
線
整
備
後
に
、
出
水
市
内
全

　

域
の
運
用
と
な
り
ま
す
。
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軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
、
二
輪
小
型
自
動
車
、

軽
自
二
輪
車
、原
動
機
付
自
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車（
農
業
作
業
用
、

そ
の
他
）
は
、
公
道
に
お
い
て
走

行
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
未
登

録
の
場
合
は
、
速
や
か
に
登
録
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

○
軽
自
動
車
（
６
６
０
cc
以
下
）

○
二
輪
小
型
自
動
車
（
２
５
０
cc

　

超
）

○
軽
自
二
輪
車
（
１
２
５
cc
超
２

　

５
０
cc
以
下
）　

に
つ
い
て

鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会

　
（
☎
０
９
９

－

２
６
１

－

４
０

　

１
１
）

○
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc

　

以
下
）

○
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
業
作
業

　

用
、
そ
の
他
）

本
庁
（
市
役
所
）
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

　

ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
０
６
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ
ル

　

ー
プ
（
☎
�
４
８
１
２
）

場　
所　
南
九
州
税
理
士
会
出
水

　

支
部
の
各
会
員
事
務
所

相
談
内
容　
個
人
の
所
得
税
・
消

　

費
税
に
関
す
る
相
談

相
談
料　
申
告
に
関
す
る
相
談
は

　
（
30
分
程
度
）
無
料
で
す
。
た

　

だ
し
、
具
体
的
に
申
告
書
の
作

　

成
を
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
有
料

　

に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　
相
談
を
希
望
さ

　

れ
る
税
理
士
事
務
所
（
左
表
参

　

照
）
に
必
ず
お
電
話
等
で
相
談

　

日
時
の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
確
定
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て

　
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
分

の
確
定
申
告
期
限
は
３
月
16
日

（
月
）、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
申
告
期
限
は

３
月
31
日（
火
）で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
告
お
よ
び
納
税
等

の
手
続
き
が
で
き
るｅ

－

Ｔａ
ｘ

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
を
利
用
す
る
場

合
に
は
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。詳
し
く
は
、ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
に
お
い
て
、

社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け

る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
支
払
額
の
証
明
書
が

必
要
な
方
は
、
本
庁
税
務
課
ま
た

は
各
支
所
税
務
グ
ル
ー
プ
の
証
明

書
発
行
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
の
際
は
、
個
人
（
税
）

情
報
保
護
の
た
め
免
許
証
等
本
人

確
認
の
で
き
る
も
の
が
必
要
で

す
。
な
お
、
代
理
の
場
合
は
、
ご

本
人
の
委
任
状
も
必
要
で
す
。

○
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

公
的
年
金
等
の
受
給
者
で
公
的

年
金
等
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

所
得
税
に
つ
い
て
の
確
定
申
告
書

軽
自
動
車
税
の
手
続
き

は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

南
九
州
税
理
士
会
出
水
支
部
の

税
理
士
（
会
員
名
簿
・
左
の
表
）

に
よ
る
、
無
料
相
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
税
理
士
に
は
職
務
上
知

り
得
た
秘
密
を
守
る
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
時
期　
２
月
２
日
（
月
）
～
同

　
27
日
（
金
）

※
土
・
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

確
定
申
告
無
料
相
談
会

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

税理士氏名 事務所所在地 電話番号
庵　　秀志 阿久根市赤瀬川 1123 － 3 72 － 0111
大田　俊雄 阿久根市波留 574 － 3 73 － 0453
寺畑　幸雄 阿久根市脇本 13129 75 － 0662
中牟禮博文 出水市高尾野町江内 464 85 － 5211
萩原　安徳 出水市高尾野町江内 1361 － 6 85 － 5669
今村　信雄 出水市明神町 1917 67 － 5892
表迫　貞雄 出水市上知識町 354 62 － 1831
勝下　　剛 出水市緑町 6 － 6 ﾊｳｽｵｰﾛﾗ 103 号室 79 － 3078
島崎　　学 出水市大野原町 1653 63 － 3991
堂前　栄二 出水市上鯖渕 621 － 4 － 3F 62 － 8974
鳥井脇敏夫 出水市上鯖渕 6252 － 8 63 － 0858
濵　　卓朗 出水市緑町 33 － 20 安全ビル 102 63 － 7324
曲渕　光男 出水市緑町 6 － 23 63 － 3533
丸尾　徳文 出水市緑町 10 － 3 62 － 4940
森　　毅憲 出水市中央町 577 080 － 5029 － 3843
森　　範寧 出水市中央町 577 62 － 3762
山澤津文秋 出水市西出水町 1174 － 9 62 － 7538
桑田　秀延 出水市西出水町 247 62 － 7574
御供田嗣弥 出水市明神町 137 － 1 67 － 1088

の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
医
療
費
控
除

等
に
よ
る
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
た
め
の
申
告
書
の
提
出
を
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
）。
た
だ
し
、

所
得
税
の
確
定
申
告
の
提
出
を
要

し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民

税
課
税
に
お
い
て
は
、
年
金
の
種

類
が
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
で
あ

る
、
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
等

の
場
合
や
扶
養
控
除
、
医
療
費
控

除
、
生
命
保
険
料
控
除
等
の
適
用

を
受
け
る
場
合
に
は
、
住
民
税
の

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
分
か
ら
２
０
３
７
（
平
成
49
）

年
分
ま
で
復
興
特
別
所
得
税
（
原

則
と
し
て
所
得
税
の
２
・
１
㌫
）

を
所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
確

定
申
告
書
作
成
の
際
は
、「
復
興

特
別
所
得
税
額
」
欄
の
記
入
漏
れ

の
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

確
定
申
告
書
（
青
色
申
告
）
の
作

成
に
関
す
る
説
明
会

日　
時

　

１
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時

場　
所

　

市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

対
象
者　
事
業
・
不
動
産
等
の
所

　

得
の
あ
る
方
で
、
青
色
申
告
を

　

さ
れ
る
方

問
い
合
わ
せ
先　
出
水
税
務
署
個

　

人
課
税
部
門
（
☎
�
０
２
０
０
）

　

本
庁
（
市
役
所
）
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

広報いずみ2015（平成27年）１月 12



　

所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
障
害

者
控
除
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
手

帳
に
よ
り
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な

く
て
も
、
65
歳
以
上
で
一
定
の
基

準
を
満
た
す
方
は
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
同
じ
く
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
書
は
、
市
役
所
に
申
請
し
、

審
査
基
準
を
満
た
す
方
に
交
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
交
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
申
請
に
は
印
鑑
（
申
請
者
と

対
象
者
が
異
な
る
場
合
は
そ
れ
ぞ

れ
の
印
鑑
） 

が
必
要
で
す
。

対
象
者

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護

　

認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
寝

　

た
き
り
や
準
寝
た
き
り
の
状
態

　

に
あ
る
方
、
ま
た
、
障
害
者
手

　

帳
保
持
者
に
準
ず
る
身
体
の
状

　

態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

※
要
介
護
認
定
者
で
も
、
対
象
と

　

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

　

支
援
係
（
☎
�
４
０
４
６
）

税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

所
得
税
、
市
・
県
民
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
制
度
改

正
に
伴
い
、
本
年
１
月
診
療
分
か

ら
、
70
歳
未
満
の
人
の
国
民
健
康

保
険
の
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

限
度
額
が
細
分
化
さ
れ
ま
す
。

　

70
歳
未
満
の
人
の
所
得
区
分
お

よ
び
自
己
負
担
限
度
額
（
月
額
）

は
次
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

人
の
自
己
負
担
限
度
額
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

高
額
療
養
費
自
己
負
担

限
度
額
の
一
部
変
更

　昨年（12 月）診療分までの自己負担限度額
所得区分 ３回目まで ４回目以降

上
位
所
得
者

総所得金額等が
600 万円超

150,000 円
＋医療費が 500,000 円
を超えた場合は、そ
の超えた部分の 1％

83,400 円

一

　般

総所得金額等が
600 万円以下

（住民税非課税世
帯を除く）

80,100 円
＋医療費が 267,000 円
を超えた場合は、そ
の超えた部分の 1％

44,400 円

住 民 税 非 課 税 世 帯 35,400 円 24,600 円

　本年（2015 年）1 月診療分以降の自己負担限度額
所得区分 ３回目まで ４回目以降

上
位
所
得
者

総所得金額等が
901 万円超

252,600 円
＋医療費が 842,000 円を超えた
場合は、その超えた部分の 1％

140,100 円

総所得金額等が
600 万円超 901 万円以下

167,400 円
＋医療費が 558,000 円を超えた
場合は、その超えた部分の 1％

93,000 円

一

　般

総所得金額等が
210 万円超 600 万円以下

80,100 円
＋医療費が 267,000 円を超えた
場合は、その超えた部分の 1％

44,400 円
総所得金額等が
210 万円以下

（住民税非課税世帯を除く）
57,600 円

住 民 税 非 課 税 世 帯 35,400 円 24,600 円
※総所得金額等＝総所得金額（収入総額－必要経費－給与所得控除－公的年金等控除等）－基礎控除（33 万円）

※
例
え
ば
…

　

70
歳
未
満
で
総
所
得
金
額
等
が
４
０
０
万
円
で
あ
っ
た
場
合
、
医
療

費
が
26
万
７
千
円
を
超
え
て
い
な
け
れ
ば
、
制
度
改
正
前
と
変
わ
ら
ず

３
回
目
ま
で
が
８
万
１
０
０
円
、
４
回
目
以
降
は
４
万
４
４
０
０
円
と

な
り
ま
す
。
総
所
得
金
額
等
が
２
０
０
万
円
で
あ
っ
た
場
合
、
高
額
療

養
費
自
己
負
担
限
度
額
は
、
３
回
目
ま
で
が
５
万
７
６
０
０
円
と
な
り
、

４
回
目
以
降
は
変
わ
ら
ず
４
万
４
４
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係
（
☎
�
４
０
４
１
）

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
室
内
造
形
科
（
木
工
）
訓

練
生
の
製
作
し
た
家
具
を
展
示
即

売
し
ま
す
。

即
売
品　

書
棚
、
整
理
タ
ン
ス
、

　

ペ
ン
立
て
等

販
売
期
間

　

１
月
26
日
（
月
）
ま
で

※
土
・
日
、
祝
日
（
年
末
年
始
）

　

を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

５
時

即
売
場
所　
県
立
宮
之
城
高
等
技

　

術
専
門
校　

玄
関
ホ
ー
ル

※
お
買
い
上
げ
製
品
の
配
達
は
で

　

き
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
お
持

　

ち
帰
り
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

　

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
船
木
８
８
１

　

番
地　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術

　

専
門
校
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

　
－

０
２
０
７
）

訓
練
生
製
作
家
具展示

即
売
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国
民
の
食
生
活
に
お
け
る
外
食

依
存
傾
向
が
強
ま
る
中
、
飲
食
店

等
に
お
い
て
調
理
業
務
に
従
事
す

る
調
理
師
の
皆
さ
ま
が
、
国
民
の

健
康
に
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届

け
出
は
、
２
年
ご
と
に
、
12
月
31

日
現
在
の
従
事
場
所
等
を
翌
年
の

１
月
15
日
ま
で
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
出
の
必
要
な
調
理
師

　

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
12
月

31
日
現
在
に
お
い
て
、
鹿
児
島
県

内
の
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事

業
所
、
社
会
福
祉
施
設
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
矯
正
施
設
、
飲
食

店
、
そ
の
他
多
人
数
に
飲
食
物
を

提
供
し
て
い
る
施
設
、
魚
介
類
販

売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
等
で
調

理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師

の
方
々
で
す
。

　

対
象
施
設
の
責
任
者
等
に
お
か

れ
て
は
、
従
事
し
て
い
る
調
理
師

の
方
へ
の
周
知
等
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
12
月

　

31
日
現
在
、
調
理
業
務
に
従
事

　

し
て
い
な
い
方
は
届
け
出
の
必

　

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
期
限　
１
月
15
日
（
木
）

　

住
民
票
に
記
載
す
る
住
所
は
、

あ
ら
ゆ
る
行
政
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
各
種
通
知
等
が
市
民

の
皆
さ
ま
に
確
実
に
届
く
よ
う

に
、
適
切
に
記
載
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

現
在
、
団
地
・
ア
パ
ー
ト
等
の

集
合
住
宅
に
お
住
い
の
方
は
、
ア

パ
ー
ト
名
や
居
室
の
番
号
ま
で
の

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
住
民

基
本
台
帳
法
第
34
条
第
２
項
に
基

づ
く
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

　

等
）

　

印
鑑
（
認
め
印
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
４
月

１
日
か
ら
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
コ
ン

ビ
ニ
）
で
住
民
票
の
写
し
等
の
証

明
書
が
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

ア
パ
ー
ト
名
、
居
室
番

号
ま
で
届
け
出
を
！

（
コ
ン
ビ
ニ
交
付
）
を
開
始
し
ま

す
。

　

ま
た
、
現
在
、
本
庁
お
よ
び
高

尾
野
支
所
に
設
置
し
て
あ
る
自
動

交
付
機
に
よ
る
証
明
書
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年

３
月
下
旬
に
終
了
し
ま
す
。

※
野
田
支
所
の
自
動
交
付
機
は
、

　

故
障
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
証
明
書

の
種
類
お
よ
び
手
数
料

　

住
民
票
の
写
し　

２
０
０
円

　

印
鑑
登
録
証
明
書　

２
０
０
円

　

所
得
証
明
書　

２
０
０
円

※
手
数
料
は
、
市
役
所
窓
口
で
の

　

交
付
手
数
料
と
同
額

利
用
時
間
等

　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

※
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月

　

３
日
）と
保
守
点
検
日
を
除
く
。

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

　

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ

　

ー
ソ
ン
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

　

サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
の
各
店

　

舗
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る
に
は

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る
た

　

め
に
は
出
水
市
に
住
民
登
録
が

　

あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
た
め

　

の
利
用
者
登
録
（
暗
証
番
号
登

　

録
）
を
し
た
住
基
カ
ー
ド
を
持

　

っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始
以
前
か
ら
住

基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

　

自
動
交
付
機
の
利
用
者
登
録
を

　

行
っ
て
い
る
方
は
、
お
手
持
ち

提
出
先

○
鹿
児
島
市
で
調
理
業
務
に
従
事

　

し
て
い
る
方

　

…
県
庁
健
康
増
進
課

○
鹿
児
島
市
以
外
の
県
内
市
町
村

　

で
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る

　

方

　

…
就
業
地
を
管
轄
す
る
県
の
保

　
　

健
所

※
出
水
地
区
は
、
出
水
保
健
所

提
出
方
法　
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

　

リ
、
電
子
メ
ー
ル
、
直
接
提
出

　

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提
出

　

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
９

－

０
２
０
２

　

出
水
市
昭
和
町
18
－
18

　

出
水
保
健
所

　
（
☎
�
１
６
３
６
）

調
理
師
で
調
理
業
務
に

従
事
し
て
い
る
方
は

届
け
出
を

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
開
始
と
自
動
交

付
機
サ
ー
ビ
ス
終
了

　

の
住
基
カ
ー
ド
を
そ
の
ま
ま
使

　

用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
利
用

　

で
き
ま
す
。

※
利
用
者
登
録
を
行
っ
て
い
な
い

　

方
は
、
お
手
持
ち
の
住
基
カ
ー

　

ド
を
持
参
し
、
本
庁
市
民
生
活

　

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

に
て
利
用
者
登
録
の
申
請
を
行

　

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

　

本
庁
市
民
生
活
課
ま
た
は
各
支

　

所
市
民
福
祉
課
に
て
住
基
カ
ー

　

ド
の
交
付
申
請
と
併
せ
て
、
自

　

動
交
付
機
（
コ
ン
ビ
ニ
交
付
）

　

の
利
用
者
登
録
の
申
請
を
行
い
、

　

住
基
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

※
住
基
カ
ー
ド
の
取
得
に
は
原
則
、

　

本
人
確
認
書
類
２
点
（
免
許
証

　

等
の
写
真
付
き
身
分
証
明
書
に

　

加
え
、
健
康
保
険
証
や
年
金
手

　

帳
等
を
も
う
１
点
）
に
印
鑑
、

　

手
数
料
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
に
な
る
か
、
各
窓
口
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市

１月のおさかな市は
中止です。
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙

人
名
簿
は
、
有
権
者
の
申
請
に
基

づ
い
て
毎
年
１
月
１
日
現
在
を

も
っ
て
調
製
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
が
な
け
れ
ば
名
簿
に
は
登

録
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
選
挙
権
を

有
す
る
方
は
申
請
書
を
期
限
内
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
挙
権
を
有
す
る
人

　

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
千

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
ま
た
は

同
居
の
親
族
も
し
く
は
そ
の
配
偶

者
で
１
年
間
に
お
お
む
ね
60
日
以

名
簿
登
録
を
忘
れ
ず
に
！

山
やまもと

元　悠
ゆ う き

輝さん（36）
出水市の好きなところは？
　海と山に囲まれた自然環
境で育まれた食べ物（魚やみ
かんなど）がおいしく、人の
心が温かいところが好きで
す。
出水市に望むことは？
　子供たちが遊ぶ公園（噴水
のある公園など）を増やして
ほしい。

蒔
まきもと

本　瞳
ひとみ

さん（20）
出水市の好きなところは？
　人が温かいところ。
　地元の食べ物がおいしい
ところ。
出水市に望むことは？
　若い人がもっと集まれる
場所を作ってほしいです。

集まれ応援団！

方向性④【規模縮小】
 

方向性③【複合化】

公共施設の老朽化対策について、今後取り組んでいく方向性を紹介する第２弾です。
今回は「複合化」と「規模縮小」を紹介します。～公共施設白書より～

出水市は「鹿児島県屋外広告物条例」に基づき、
美しく安全で住みよいまちづくりを推進してい
ます。

○原則として許可が必要です。
　（例外として許可が不要な場合もあります。）
○表示場所や広告物の種類に応じて、位置や面
　積などの制限があります。
○条例に違反した場合、罰金が科される場合が

あります。

屋外広告物には
ルールがあります

～ルールを守って美しいまちづくり～

 

 

禁止物件 電柱、街灯柱、街路樹、道路上の植込、道路上のさく、 

橋りょう、石垣、擁壁など（一部適用除外あり） 

 

  

 
  

 

 電柱巻付  道路の植込の中 街路樹巻付  道路さくの のぼり旗・立看板・横断幕等 

（ひもで縛る） 

 

申請・問い合わせ先
　本庁都市計画課計画管理係（☎ 63 － 4063）

上
耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る
方

申
請
期
限　
１
月
10
日
（
土
）

申
請
方
法　
有
権
者
に
配
布
し
て

　

い
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
高
尾
野

支
所
内
）、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
、
商
工
労
政
課
（
本
庁
内
）

支
所
建
設
課
（
野
田
支
所
内
）

※
申
請
書
は
こ
の
４
か
所
に
も
準

　

備
し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
�
５
４
１
３
）

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

　

一
部
取
り
壊
し
や
建
替

え
時
に
規
模
を
縮
小
し
て

総
量
を
圧
縮
す
る
こ
と

で
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

削
減
に
つ
な
が
る
。

　

異
な
る
機
能
を
１
施
設

に
統
合
す
る
。総
量
の
圧
縮
、

利
便
性
向
上
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

削
減
に
つ
な
が
る
。
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8
ハチマルニーマル

0 2 0 歯科表彰　おめでとうございます

　

本
市
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自

分
の
歯
を
守
る
努
力
を
し
８
０
２
０

を
達
成
し
た
心
身
共
に
健
康
で
い
き

い
き
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る

方
々
に
対
し
て
、
11
月
15
日
に
表
彰

式
を
行
い
、
渋
谷
市
長
か
ら
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

８
０
２
０
受
賞
者
（
敬
称
略
）

（
氏
名
）　　
（
年
齢
）（
自
治
会
）

荒
木　

友
子　
　

80　

春
日
町

池
山　

ヨ
シ
ヱ　

87　

花
立
東

伊
地
知
フ
ミ
ヱ　

80　

松
ヶ
野

井
上　

治
子　
　

80　

井　

上

伊
牟
田
カ
ナ
子　

83　

諏
訪
馬
場

今
井　

登
美
子　

83　

平
松
西

岩
本　

フ
サ
子　

80　

鹿　

島

大
迫　

ツ
ギ
子　

83　

大　

和

大
島　

玉
子　
　

80　

早　

馬

柿
野　

ノ
ブ
子　

86　

太　

田

垣
元　

ツ
ル
ミ　

82　

上
の
原

河
路　

美
沙
子　

84　

溝　

下

清
藤　

克
之　
　

81　

下
古
市

隈
﨑　

俊
彦　
　

84　

元
町
（
出
水
）

古
賀　

冨
陽　
　

80　

名
古
東

兒
玉　

知
津　
　

80　

上
村
西

西
郷　

良
和　
　

81　

花
立
西

斉
野　

信
子　
　

80　

太　

田

坂
元　

光
義　
　

86　

中　

里

坂
本　

龍
馬　
　

80　

下　

中

澁
木　

康
雄　
　

80　

井　

上

島
元　

滿
州
男　

80　

荘　

下

田
口　

國
義　
　

80　

八　

坊

田
渕　

ス
ミ
子　

87　

表
郷
西

田
村　

兼
市　
　

80　

鹿　

島

津
川　

ハ
ツ
ミ　

83　

荘　

上

辻
村　

茂
子　
　

81　

上　

町

堂
脇　

重
人　
　

80　

下　

中

冨
田　

茂　
　
　

88　

六
月
田
下

富
永　

實
德　
　

80　

朝
日
町

永
池　

清
澄　
　

80　

平
松
西

長
島　

フ
ミ　
　

81　

早　

馬

西
島　

德
美　
　

80　

上
大
野
原

野
中　

範
秋　
　

84　

津　

山

畑
中　

チ
サ
子　

82　

前　

田

華
野　

秀
春　
　

81　

蕨　

島

福
留　

コ
ノ
エ　

81　

下
高
尾
野
下

福
濱　

靜
子　
　

81　

下　

中

藤
井　

桐
子　
　

80　

上
り
立

牧
野　

政
好　
　

80　

江
川
野

松
下　

行
男　
　

81　

朝　

熊

松
野　

碩
子　
　

91　

竪
馬
場

松
本　

宏　
　
　

88　

米
ノ
津
東

宮
脇　

一
人　
　

80　

六
月
田
中

本
藏　

節
子　
　

81　

中　

里

山
内　

照
代　
　

80　

米
ノ
津
前

山
口　

準
三　
　

80　

春
日
町

山
下　

イ
ク
子　

80　

上
り
立

山
下　

ナ
ミ
エ　

82　

上
り
立

山
下　

ミ
サ
子　

80　

安　

原

山
道　

美
代
子　

83　

鹿
島
住
宅

吉
田　

幸
枝　
　

80　

仮　

屋

（
年
齢
は
受
賞
時
の
も
の
で
す
）

め
ざ
そ
う
！
８
０
２
０・７
０
２
４

　

８
０
２
０
は
毎
日
の
積
み
重
ね
の

成
果
で
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の

歯
で
食
べ
ら
れ
る
「
幸
せ
な
高
齢

期
」
を
迎
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は

７
０
２
４
（
70
歳
で
24
本
の
自
分
の

歯
）
を
目
標
に
歯
に
い
い
生
活
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

７
０
２
４
達
成
者
（
本
年
度
歯
周
疾

患
検
診
受
診
さ
れ
た
71
歳
の
方
）

（
氏
名
）　　
　
　
　
（
自
治
会
）

麻
生　

忠
次　
　
　

津　

山

池
畑　

智
惠
子　
　

名
古
西

出
水　

滿
里
子　
　

千
間
山

市
川　

倶
子　
　
　

花
立
西

上
原　

千
多　
　

上
の
原（
高
尾
野
）

大
迫　

朋
子　
　
　

今
釜
西

長　

隆
一　
　
　
　

花
立
西

北
森　

昭
代　
　
　

今　

村

北
森　

大
三　
　
　

上
村
東

窪
田　

忠
義　
　
　

福
ノ
江

木
場　

克
子　
　
　

柴　

引

塩
田　

親
文　
　
　

帆
木
ノ
上

田
口　

誠
一　
　
　

別　

府

竹
下　

末
義　
　
　

下
高
尾
野
上

竹
林　

恵
美
子　
　

木
牟
礼

長
沼　

悦
子　
　

西
大
野
原（
出
水
）

長
山　

勇　
　
　
　

柴
引
団
地

東　

祐
幸　
　
　
　

上
村
西

東
畠　

政
子　
　
　

上
り
立

平
川　

覺　
　
　
　

砂　

原

前
田　

努　
　
　
　

上
り
立

松
下　

佳
本　
　
　

太　

田

松
下　

靖
信　
　
　

清　

水

松
元　

幸
子　
　
　

町
（
野
田
）

丸
尾　

登
代
子　
　

柴　

引

丸
渕　

公
子　
　
　

西
水
流

溝
口　

美
江
子　
　

渡
瀬
口

宮
脇　

順
子　
　
　

上
餅
井

吉
元　

京
子　
　
　

野
添
（
出
水
）

若
村　

月
江　
　
　

六
月
田
下

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
省
略
）

2080
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パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
な
ど
を
閲
覧
す
る
と
一
方
的
に
会

員
登
録
さ
れ
、
高
額
の
入
会
金
を
請
求

さ
れ
る
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
。
４
月

号
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
相
談
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　

自
分
で
解
決
し
よ
う
と
、
ネ
ッ
ト
で

調
べ
た
業
者
に
依
頼
し
て
多
額
の
請
求

を
受
け
た
と
い
う
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
を
受
け
た
ら
？
】

　

ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
、
直
ち
に
契

約
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
無
視
す
る
の
が

一
番
良
い
対
処
法
に
な
り
ま
す
。

　

期
日
内
に
支
払
わ
な
い
と
「
請
求
が

高
額
に
な
る
」「
身
辺
調
査
を
す
る
」「
裁

判
を
起
こ
す
」
な
ど
脅
し
文
句
を
並
べ

て
き
ま
す
が
、
決
し
て
動
じ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

【
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い
る
の
で
は
？
】

　

パ
ソ
コ
ン
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
や
、
携

帯
電
話
の
個
体
識
別
番
号
が
画
面
に
表

示
さ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
個
人
情
報
が

漏
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

相
手
業
者
に
電
話
し
た
り
、
確
認
の

メ
ー
ル
を
送
っ
た
り
す
る
と
個
人
情
報

が
漏
れ
る
こ
と
に
な
り
、
脅
迫
ま
が
い

の
電
話
や
大
量
の
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て

く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
請
求
画
面
が
消
え
な
い
】

　

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
場
合
が

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
請
求
画
面
が
消

え
な
い
場
合
は
、
独
立
行
政
法
人
情
報

処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
対
応
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
に
遭あ

わ
な
い
た

め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・「
規
約
に
同
意
」
な
ど
重
要
な
表
示
を

見
逃
さ
な
い
。

・
画
面
を
よ
く
読
ま
ず
に
先
に
進
ま
な
い
。

・「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
警
告
」
な
ど
と
書

か
れ
た
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た
ら
、

そ
の
内
容
を
よ
く
読
み
、
不
審
に
思
っ

た
ら
「
開
く
」
や
「
実
行
」
の
ボ
タ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
。

　

そ
れ
で
も
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合

は
、
出
水
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎

�
６
２
０
３
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
国
内
在
住
の
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
厚
生
年
金
等
に
加
入
中

の
方
や
厚
生
年
金
等
加
入
中
の
配

偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
を
除

き
、
20
歳
に
な
っ
た
方
は
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
の
加
入
手
続

き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
被
保

険
者
資
格
取
得
届
書
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
し

市
役
所
本
庁
、
各
支
所
の
年
金
担

当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
加
入
手
続
き
後
に

「
年
金
手
帳
」
と
「
国
民
年
金
保

険
料
納
付
書
」
が
届
き
ま
す
の
で

手
帳
は
大
切
に
保
管
を
し
、
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
保
険
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
納
付
書
以
外
に
も
口
座
振
替

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
も
可

能
で
す
の
で
希
望
す
る
方
は
年
金

担
当
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」、「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
資
格
取
得
届
書
と
一
緒
に
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
厚
生
年
金
な
ど
の
老
齢

（
退
職
）
を
支
給
事
由
と
す
る
公

的
年
金
は
税
法
上
「
雑
所
得
」
と

し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
老
齢
年
金
を

受
け
て
い
る
方
に
は
１
年
間
の
年

金
支
払
総
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
源

泉
徴
収
票
が
１
月
中
旬
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
は
所
得
税
の
確
定

申
告
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て
必

要
と
な
り
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
を

紛
失
し
た
場
合
は
川
内
年
金
事
務

所
へ
依
頼
す
る
こ
と
で
再
発
行
が

可
能
で
す
が
、
後
日
郵
送
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
の
方
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
・
遺
族
年
金

は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
障
害
年
金
・
遺

族
年
金
に
関
す
る
源
泉
徴
収
票
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
先

▽
川
内
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５

　
　

２
７
６
）

▽
本
庁
市
民
生
活
課

　

住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
　
（
☎
�
２
１
１
１
）

20
歳
の
国
民
年
金
加
入
手
続
き

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

開 催 日　２月 19 日（木）
開催場所　高尾野支所　２階会議室
開催時間
　午前９時 30 分～正午
　午後１時～同３時 30 分
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　川内年金事務所職員
予約受付期間
　１月 19 日（月）～２月 12 日（木）
　（土・日、祝日を除く
　　　　　午前 8 時 30 分～午後５時）
予約申込先
　高尾野支所　市民生活グループ
　☎ 82 － 5416
※１月 15 日開催の年金相談について

は広報いずみ 12 月号をご覧ください。

２月　出水地区年金相談
（完全予約制）

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
は
無
視
を
！

【消費生活相談員の相談日時と場所】

○月・火・木・金曜日
　午前８時30分～午後５時（正午～午後１時を除く）
　本庁市民生活課内　（☎63－6203　直通）
○水曜日　午前９時30分～正午
　本庁および野田支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線741）
○水曜日　午後１時～同４時
　本庁および高尾野支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線453）
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パチンコ店対象強盗訓練

発生件数 死　者 負傷者

201４年
1 1 月 中

25 件
（－６）

０人
（±０）

30 人
（－ 14）

2 0 1 4年
累 計

200 件
（－ 74）

１人
（－４）

250 人
（－ 96）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会 63 － 1500問い合わせ先
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「読書活動日本一の

まちづくり」を目指して

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進課 

電話６３－４１２１ 
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「おとのさま、ひこうきにのる｣ 中川　ひろたか　作
●「てぶくろのふたご｣ 二宮　由紀子　作
●「ないしょにかんぱい！｣ 宮川　ひろ　作
●「やっぱりノミタくん！｣ ヘレン・スティーヴンズ　作
●「メリーさんのひつじ｣ ウィル・モーゼス　作
●「いかだにのって｣ とよた　かずひこ　作・絵
●「ルゥルゥおなはしして｣ たかどの　ほうこ　作・絵
●「おばあちゃんのななくさがゆ｣ 野村　たかあき　作・絵
●「家庭科室の日曜日｣ 村上　しいこ　作
●「キャンディーがとけるまで｣ もとした　いづみ　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「勇者ライと３つの扉　２銀の扉｣ エミリー・ロッダ　著
●「大学生活の迷い方｣ 蒔田直子　編著
●「遠い日の呼び声｣ ロバート・ウェストール　作

・・・・・等
≪一般≫

●「親愛なる｣ いとう　せいこう　著
●「だれの息子でもない｣ 神林　長平　著
●「波の音が消えるまで｣（上・下） 沢木　耕太郎　著
●「アルタッドに捧ぐ｣ 金子　薫　著
●「誤断｣ 堂場　瞬一　著
●「認知の母にキッスされ｣ ねじめ　正一　著
●「陰陽師　螢火ノ巻｣ 夢枕　獏　著
●「鳳雛（ホウスウ）の夢｣ 上田　秀人　著
●「たった、それだけ｣ 宮下　奈都　著
●「未来へ……｣ 新井　素子　著
●「ナオミとカナコ｣ 奥田　英朗　著
●「逢魔｣ 唯川　恵　著
●「化土記（ケトウキ）｣ 北原　亞以子　著
●「店長がいっぱい｣ 山本　幸久　著
●「ヤモリ、カエル、シジミチョウ｣ 江國　香織　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 １月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜、祝日
　午前９時～午後６時

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

　午前９時～午後６時 16日野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100）

１月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

１月

第１
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

６日
—

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
７日
—

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

—
15日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
８日
—

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

９日
—

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

１月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

７、14、28日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

５、19、26日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

13日（火）、27日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

８、15、22、29日
午後４時～

だっこでギュッ ８日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（金）
午後７時～

12月29日～
１月４日

19～26日
（蔵書点検のため）

12月29日～
１月４日

蔵書点検による休館のお知らせ
　中央図書館では、蔵書（図書資料）整理・点検の為、
次のとおり休館します。

期間：1 月 19 日（月）～同 26 日（月）

　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、図書館の大
切な仕事のひとつですので、ご理解下さいますようお願
いします。
　なお、高尾野図書館・野田図書館は通常通り開館して
います。

貸出冊数無制限実施中！
　図書館では、２月 28 日（土）まで、貸出冊数は無制限に、
貸出期間は３週間となっています。
　皆さまのご来館をお待ちしています。

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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　11月15日、陸上競技場で「出水地区小学校対抗一
輪車競走大会」が開催されました。
　秋晴れのもと、学校や家で練習を重ねてきた44
チーム188人の選手たちは、多くの仲間や保護者の
声援を受けながら、軽快にペダルをこいでいました。
　また、12人の高校生が大会運営のボランティアと
して参加し、大会を盛り上げてくれました。

　

11
月
８
日
、北
さ
つ
ま
漁
協
出
水
支
所
で
毎
月
恒
例
の「
名

護
新
鮮
お
さ
か
な
市
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
店
頭
に
は
当
日
朝
に
水
揚
げ
さ
れ
た
鯛
、
タ
チ

ウ
オ
、
ミ
ズ
イ
カ
や
ク
マ
エ
ビ
等
が
並
び
、
開
店
と
同
時
に

大
勢
の
買
い
物
客
が
訪
れ
、
開
店
わ
ず
か
15
分
ほ
ど
で
完
売

と
な
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。
お
さ
か
な
市
は
毎
月
第
２

土
曜
日
に

開
か
れ
て

い
ま
す
が
、

今
月（
１

月
）の
お
さ

か
な
市
は
、

中
止
さ
れ

る
そ
う
で

す
。

集
中
し
、軽
快
な
走
り
を
披
露

小
学
生
一
輪
車
競
走
大
会

新
鮮
な
魚
が
ず
ら
り　
　
名
護
新
鮮
お
さ
か
な
市

　11月９日、高尾野公民館で第13回出水異文化交流
会が開催されました。
　今回は、海外でボランティア活動をされている特
定非営利活動法人日本国際ボランティアセンターの
長谷部貴俊事務局長を招き、海外だけでなく東日本
大震災での被災地支援などの実体験も交えた講演が
あり、非常に貴重な話を聞くことができました。

海
外
活
動
の
生
の
声
を
聞
く

異
文
化
交
流
会

　11月８日と９日に横浜市で開催された「第16回全
日本高等学校吹奏楽大会in横浜」に、出水中央高校
吹奏楽部が２年ぶりに出場し、審査委員長賞受賞の
報告に市長室を訪れました。
　また、９日に東京ディズニーシーで行われた
ミュージックフェスティバルにも初出場し、歌やダ
ンスを交えた演奏を披露したそうです。

夢
の
舞
台
で
堂
々
と
演
奏
♪

出
水
中
央
高
校
吹
奏
楽
部

　11月８日、音楽ホールで市青少年育成推進協議会
等の関係機関が主催する「すこやかな青少年を育む
集い」が開催されました。
　青少年作文コンクールや各団体の活動事例発表、
フリーアナウンサーの岡本安代さんによる家庭教育
講演会や、総合体育館では、子どもを対象としたチャ
レンジランキング大会などが行われました。

地
域
で
見
守
り
、育
て
よ
う

青
少
年
を
育
む
集
い　11月８日、ツル観察センターで「いずみツルガイ

ド博士」検定が実施され、15人が実技試験にチャレ
ンジしました。
　子どもたちは、身振り手振りを交えながらツルに
ついて説明した後、観光客に扮した審査員の質問に
落ち着いて答えており、結果は全員合格でした。
　子どもたちは冬休み期間中にボランティアガイド
としてデビューしますので、ぜひご来場ください。

ツ
ル
博
士
続
々
と
誕
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
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　60歳以上の往年の野球少年で結成された出水市還
暦野球クラブ「寿限無出水」（橋元誠代表、花田康正
監督）が、11月22日と23日に長崎市で開催された第
８回九州還暦軟式野球大会に県代表として出場しま
した。試合では、各県代表を次々と破り、決勝で佐
賀県代表と白熱した戦いを繰り広げました。接戦の
末敗れはしましたが、準優勝という素晴らしい成績
を残しました。

ま
だ
ま
だ
現
役

還
暦
野
球
大
会

　11月12日、市内の商工業者等で組織する出水商工
会議所と市との意見交換会が行われました。
　商店街の活性化対策や市内全体の防災・防犯対策、
観光振興策など幅広い分野で活発な意見交換がなさ
れました。
　市では、今回いただきました貴重なご意見をもと
に更なる市政発展に役立てていきます。

商
工
業
の
発
展
の
た
め
に

商
工
会
議
所
意
見
交
換
会

　地域の様々な課題や要望など市民の皆さまの生の
声を直接聞き、市政の更なる発展につなげる市政座
談会を、11月11日の高尾野農村環境改善センターを
皮切りに市内４カ所で開催しました。
　市では、今回いただいた貴重なご意見をもとに、
関係機関や団体との調整を図りながら、今後の市政
発展に役立てていきます。

地
域
の
声
を
市
政
に
反
映

市
政
座
談
会

　南九州西回り自動車道建設促進期成会は、11月12
日に道路建設の現場見学会を行いました。
　沿線の市民など約50人が参加し、国土交通省九州
地方整備局鹿児島国道事務所の職員の案内で、高尾
野インターチェンジなどの現場を見学しました。
　参加者からは「早く開通してほしい。」との声があ
がっていました。

建
設
現
場
を
確
認

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

　11月21日、肥薩おれんじ鉄道出水駅でいずみ親子
メニュー推進協議会等の関係者約30人が、観光列車

「おれんじ食堂」が通行する時に合わせ、オレンジの
手袋と横断幕で観光客を出迎えました。
　メンバーは15分ほどの停車時間を利用して、観光
ハガキの配布や特産品を売り込むなど出水の観光を
ＰＲしていました。

観
光
列
車
を
歓
迎

親
子
メ
ニ
ュ
ー
推
進
協
議
会

　

今
季
、
18
季
連
続
の
万
羽
鶴
を
記
録

し
た
、
本
市
に
渡
来
し
て
い
る
ツ
ル
か

ら
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス（
Ｈ
５
Ｎ
８
亜
型
）が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。（
12
月
17
日
現
在
、
２

羽
の
ツ
ル
か
ら
検
出
）

　

本
市
に
は
、
世
界
中
の
ツ
ル
の
内
、

ナ
ベ
ヅ
ル
の
８
～
９
割
、
マ
ナ
ヅ
ル

の
約
５
割
が
越
冬
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
が
、
こ

れ
以
上
広
が
ら
な
い
よ
う
、
懸
命
の

消
毒
・
防
疫
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
ツ
ル
が
過
ご
し
て
い
る
ね

ぐ
ら
付
近
な
ど
に
は
、
で
き
る
だ
け

入
ら
ぬ
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
は
、
消
毒
マ
ッ

ト
等
を
設
置
し
開
館
し
て
い
ま
す
。

消
毒
・
防
疫
作
業

が
続
く

（
表
紙
取
材
レ
ポ
）
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　11月30日、陸上競技場および周辺コースで第32回
市民駅伝大会が開催されました。
　当日はあいにくの雨となり、一部（中学男子、高
校男子、一般男子）のみの開催となりましたが、48
チーム約350人のランナーが思い思いのペースで７
区間を駆け抜けました。
　優勝は、出水中央高校野球部Ａチームで、出水消防
署チームの大会６連覇を阻止しての優勝となりました。

　11月23日、高尾野川ジョギングロードで「たかお
の鶴駅伝大会」が開催されました。
　32回目となる今大会には、119チーム総勢595人が
参加し、秋晴れのもと健脚を競い合いました。
　選手たちは、沿道からの仲間や同僚、家族からの
声援を背にゴールを目指して、思いのこもったタス
キをつないでいました。

　11月30日、出水麓武家屋敷で「第３回着物で出水
麓武家屋敷を歩こう会」が開催されました。
　当日は、あいにくの雨模様でしたが、市内外から
参加した約30人の参加者たちは、お気に入りの着物
と帯を選び、風情ある町並みを散策していました。
　また、公開武家屋敷「税所邸」でボランティアグ
ループによるお茶等のおもてなしを受けるなど、
ゆったりとした時を過ごしていました。

　市内に現存する戦争遺跡の活用による教育旅行プ
ログラム創出に取り組んでいる一般社団法人出水民
泊プランニングが、12月２日、特攻碑公園などで高
尾野中学校の１年生を対象に平和学習モニターツ
アーを実施しました。
　ガイド４人が地下壕や敵の攻撃から航空機を守る
掩体壕などの説明を行うと、参加した129人の生徒
たちは熱心に聞き入っていました。

タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ鶴

駅
伝
大
会

風
雨
に
負
け
ず
走
り
抜
く

市
民
駅
伝
大
会

和
の
心
に
ふ
れ
る

麓
武
家
屋
敷

平
和
学
習
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

出
水
民
泊
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

各
分
野
で
大
活
躍
！出

水
中
学
校・野
田
中
学
校

　中学生の税についての作文で、南
九州地区納税貯蓄組合連合会優秀賞
を受賞した洲﨑結衣さん（出水中３
年）県知事賞を受賞した古城侑佳さ
ん（同中３年）

　県中学校駅伝競走大会で第３位の
成績を収めた、一山莉那さん（出水
中３年）、梅田笑瑠さん（同２年）、
福島香子さん（同３年）、本村芽育
さん（同３年）、清水遥加さん（同
３年）、鮫島夕佳さん（同２年）

　全国中学生創造ものづくり教育
フェア木工チャレンジコンテスト九
州地区大会で、第１位に輝いた大薗
慶尭さん（出水中３年）、優秀賞を
受賞した野間口芽生さん（同３年）

　学校保健・学校安全表彰で、野田
中学校が文部科学大臣賞を受賞。
　ＪＡ共済小・中学生書道コンクー
ル・条幅の部で、県知事賞を受賞し
た岩井史輝さん（野田中３年）
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【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策調整室秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

ほっ
保険のセレクトショップ 出水店 0996-62-0111

保険の
セレクトショップ

鹿児島県出水市昭和町13-1-1F（出水市役所ななめ前）

ファイナンシャルプランナー(FP)による保険診断・見直し等の無料相談

募集代理店  ユニバーサルライフ㈱

https://www.facebook.com/hoken.select

松 尾 行 政 書 士 事 務 所 

松尾 正己 (申請取次者) 行政書士 

よね だ けい ご

弁護士 米　田　圭　吾（鹿児島県弁護士会所属）

住所：出水市昭和町３－２４
電話：０９９６－７９－３５３５
相談時間　平日（月曜日～金曜日）
午前９時３０分～午後５時まで

法律的なアドバイスが必要なこんな時…
・相続や遺言について聞きたい
・離婚をしたい
・借金のことで相談したい
・経営が苦しい
・会社・個人事業の顧問になってほしい
・会社と従業員の問題で相談したい
　その他、幅広い分野を取り扱っています。
　皆様がお困りのことについてお気軽に
　ご相談ください。

初回の相談料は
１時間まで無料です出水法律事務所

※営業時間にご都合がつかない場合はご相談ください。

木野興産(株)クリクラやはず　0120-081-132

0円

出水地区代理店

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2015年４月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。
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暮らしの情報暮らしの情報

当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）

１　　　　　月
日 医　療　機　関　名

１日（木）

［当］吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62－0170
［当］高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82－0017
［当］阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72－0040
［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040
［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

２日（金）

［当］楠元内科医院 内科 千本付 ☎62－8600
［当］来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84－2005

［当・児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68－0633
［当］黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎75－0200
［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

３日（土）

［当］市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63－3151
［当］吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62－3111
［当］門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64－6100
［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405
［児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63－7707

４日（日）

［当］広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎62－1559
［当］クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎62－0241
［当］植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72－1041
［当］脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75－2121
［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595
［児］二宮医院 小児科 栄町 ☎62－0167

11日（日）

［当］平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62－8801
［当］野田診療所 内科 仮屋 ☎84－2023
［当］有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73－4180
［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040
［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

12日（月）

［当］おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63－7011
［当］せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64－1187
［当］上園医院 内・小児科 阿久根市 ☎73－1055
［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

18日（日）

［当］林泌尿器科クリニック 泌尿器科・内科 早馬 ☎64－8800
［当］さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎62－2311
［当］内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73－1551
［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405
［児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64－1500

25日（日）

［当］友愛クリニック 内・消化器科 太鼓橋 ☎64－2101
［当］わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64－1313
［当］鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73－0553
［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595
［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
１月11日

石 沢 歯 科 医 院 歯科 ☎84－4411 天神（野田）
ひ ま わ り 薬 局 ☎62－6070 桜 町
野 田 調 剤 薬 局 ☎84－2856 仮 屋

１月12日
福 原 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2501 上 沖 田
メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東 大 野 原

１月18日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2330 八幡（出水）
マリン薬局米ノ津店 ☎67－5002 早 馬
さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68－7000 千 本 付

１月25日
よしもと歯科クリニック 歯科 ☎75－3333 阿 久 根 市
め ぐ み 薬 局 ☎82－5551 太 鼓 橋
い ず み 調 剤 薬 局 ☎68－5822 表 郷 東

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
１月１日 道 添 建 設 ☎62－3833

携帯電話
（090－7397－7898）

中 畠 組 ☎82－0437

携帯電話
（090－7154－7490）

１月２日 川 島 工 建 ☎63－6685 山﨑水道設備 ☎82－1600
１月３日 出水合同電設 ☎62－0676 福 井 組 ☎84－2534
１月４日 山門電気商会 ☎67－1066 慶 越 組 ☎82－0442

１月５日～11日 井手口電設 ☎62－0901 釜 崎 水 道 ☎82－0249
１月12日～18日 太田電機工業所 ☎63－1966 松 一 ☎65－6520
１月19日～25日 北 薩 設 備 ☎62－6011 桑野水道設備 ☎82－4385

１月26日～２月１日 ことぶき電気設備 ☎62－0313 中 畠 組 ☎82－0437

※歯科医院診療時間　午前９時～正午
◎変更になることがあります。　出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2014年11月１日～同11月30日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 １件（　０） １件（　０） ０人（－１） ０人（　０） 153件（－36） 68人（－15）
2014年の累計 ９件（－14） ５件（－７） ２人（＋１） ２人（－３） 1898件（－75） 970人（－58）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

１月の主な行事

１月１日
よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79－3443 太 鼓 橋
ク レ イ ン 薬 局 ☎63－4300 栄 町
高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64－2110 上 の 原

１月２日
よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79－3443 太 鼓 橋
ポ ポ ロ 薬 局 ☎63－4630 千 本 付
ス マ イ ル 薬 局 ☎84－2430 田 多 園

１月３日
こ じ ま 歯 科 医 院 歯科 ☎63－4618 表 郷 西
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63－1177 沖 田
マ リ ン 薬 局 ☎63－6678 東 大 野 原

１月４日
こ じ ま 歯 科 医 院 歯科 ☎63－4618 表 郷 西
ふ れ あ い 薬 局 ☎63－3070 平 良 馬 場

２日（金）▶ツル観察センター新春初舞（午前11時・ツル観察センター）
11日（日）▶消防出初式（午前８時40分・市多目的グラウンドおよび広瀬河原）
22日（木）▶出水市女性大会（午後１時30分・市音楽ホール）



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部政策調整室
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町1番3号
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-63-0680
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保7番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-82-2399
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-84-2078
■ホームページアドレス　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/
■電子メールアドレス　info_izm@city.izumi.kagoshima.jp
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『今月の問題』

　

11
月
９
、23
日
（
日
）
に
ク
レ
イ
ン
パ
ー

ク
で
サ
ン
デ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
「
入
浴
剤
を

作
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
重
曹
や
ク
エ
ン
酸
を
水
と
お

湯
に
入
れ
る
と
、
ど
ん
な
化
学
反
応
が
起

サ
ン
デ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

　入
浴
剤
を
作
ろ
う

103

ツルが好んで巣を作る場所は
どんなところでしょう？
Ａ　砂地
Ｂ　乾燥地
Ｃ　湿地

☆　答えは来月号で。先月号の答えは、
　　B　雑食　でした。

こ
る
か
実
験
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
重
曹
と
ク
エ
ン

酸
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
水
を
少

量
加
え
て
練
り
、
型
に
つ
め

固
め
る
と
、
発
泡
す
る
バ
ス

ボ
ム
入
浴
剤
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

手
作
り
の
入
浴
剤
を
入
れ

た
お
風
呂
で
、
家
族
み
ん
な

が
ポ
カ
ポ
カ
と
温
ま
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

①③

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

【
写
真
①
】
長
年
に
わ
た
り
議

　

会
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
功

　

績
を
評
価
さ
れ
、
旭
日
双
光

　

章
を
受
章
さ
れ
た
遠
竹
優
さ

　

ん
（
新
町
自
治
会
）。

【
写
真
②
】
県
更
生
保
護
功
労

　

者
顕
彰
式
で
、
法
務
大
臣
表

　

彰
を
受
け
た
、
外
德
男
さ
ん

　
（
六
月
田
中
自
治
会
）
と
房

　

村
泰
子
さ
ん
（
下
平
野
自
治

　

会
）。

【
写
真
③
】
多
年
に
わ
た
り
、
納

　

税
思
想
の
向
上
に
寄
与
し
た

　

功
績
等
を
評
価
さ
れ
、
熊
本

　

国
税
局
長
表
彰
を
受
け
た
、　

本
村
満
彰
さ
ん
（
鹿
児
島
県
お
よ
び
出
水
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連

　

合
会
長
・
竪
馬
場
自
治
会
）。

【
写
真
④
】
長
年
に
わ
た
り
養
鶏
産
業
の
振
興
に
尽
力
し
た
こ
と
等
が
評
価
さ
れ
、
産
業
経
済
部　

　

門
で
県
民
表
彰
を
受
け
た
花
木
常
夫
さ
ん
（
上
屋
自
治
会
）

【
写
真
⑤
】
ツ
ル
の
餌
代
に
と
、
商
工
会
議
所
女
性
会
（
三
反
田
三
寿
代
会
長
）
か
ら

　

県
ツ
ル
保
護
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
写
真
⑥
】
大
相
撲
・
田
子
ノ
浦
部
屋
の
激
励
会
を
前
に
市
役
所
を
訪
問
し
た
田
子
ノ

　

浦
親
方
（
本
市
出
身
・
左
か
ら
２
番
目
）
と
田
子
ノ
浦
部
屋
の
力
士
の
皆
さ
ん
。

【
写
真
⑦
】
長
年
に
わ
た
る
ツ
ル
保
護
等
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
県
教
育
委
員
会
表
彰

　

を
受
け
た
、
時
吉
秀
次
さ
ん
（
潟
自
治
会
）。

【
写
真
⑧
】
長
年
に
わ
た
る
職
業
訓
練
指
導
員
と
し
て
の
功
績
を
評
価
さ
れ
、
厚
生
労

　

働
大
臣
表
彰
を
受
け
た
、
秋
野
義
廣
さ
ん
（
尾
野
島
浜
自
治
会
）。

　表
紙
取
材
レ
ポ
に
つ
い
て
、
22
ペ
ー
ジ
の
「
消
毒
・
防
疫
作
業
が
続
く
」

の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


